
■ 目標値未達成の要因について

項目名 ー R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法人名 公益財団法人 大阪府都市整備推進センター
〔１〕

成果測定指標 単位 R３年度⽬標値 R３年度実績値 目標値との差

近隣センター業務の地元市引き渡
し箇所数 箇所 2 0 △2

①
引き渡しに必要な関係者の合
意が得られなかった。

 地元店舗の地権者により再整備検討が進められていたことや引き渡し後の駐⾞場の管理⽅法に
ついて堺市と地元駐⾞場管理組合との間で調整ができなかったことなどから、引き渡しに必要な地
元関係者の合意が得られなかった。

 堺市と互いに協⼒し、引き渡しに必要な地元関係
者の合意を得るよう努める。

ー ー ー

②

③



■ 目標値未達成の要因について

項目名 まちづくり初動期活動に
対する助成件数

R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法人名 公益財団法人 大阪府都市整備推進センター
〔２〕

成果測定指標 単位 R３年度⽬標値 R３年度実績値 目標値との差

まちづくり初動期活動に対する助成
件数 件 12 10 △2

①
応募団体の減

新型コロナウィルス感染拡⼤の影響で地域住⺠の集会開催等が困難なため、まちづくり活動に関
する検討、意思決定が進みにくい状況であったことなどから、例年に⽐べ特に案件の応募が低調
だった。

地域のまちづくり活動に詳しい市町村を通じて新規
案件の掘り起こしを図るため、市⻑会・町村⻑会に
おけるPRや市町村を巡回してのまちづくり担当部署
への説明等制度周知を強化し、件数増を図る。

12 10 ▲2

②

③



■ 目標値未達成の要因について

項目名 ― R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

項目名 R3当初想定値 実績値 差

未達成の要因 要因分析（要因と考える根拠） 要因分析を踏まえた今後の対応

法人名 公益財団法人 大阪府都市整備推進センター
〔経〕

成果測定指標 単位 R３年度⽬標値 R３年度実績値 目標値との差

管理経費（法⼈管理部⾨）の抑
制 千円 202,800 225,051 22,251

①

事業部⾨から法⼈管理部⾨へ
の⼈員配置の⾒直しによる法
⼈管理部⾨の⼈件費の増加

令和２年４⽉の(公財)⼤阪府都市整備推進センターと(⼀財)タウン管理財団の統合により組織
体制が拡⼤し３事務所（堺筋本町オフィス、北千⾥オフィス、阪南事業所）となったことによる管
理事務の整理統合・強化のため、北千⾥オフィス（旧 タウン管理財団）の⼈員を堺筋本町オフィ
ス（都整センター）へ配置転換したこと及び令和２年度末の退職により⽋員となっていた総務課
職員を補充したことにより、法⼈管理部⾨の⼈件費が増加したため

引き続き、効率的・機動的な組織体制の構築に向
け、必要に応じて、組織の⾒直しを図っていく

― ― ―

②

③


